新しいお墓スタイルのデザイン開発 : ―文節分析を用いた地域企業における商品開発手法の試み― by 清水 文人















































































































































お墓は ＋ 故人にちなんだ形にすることで ＋ 特別な気持ちが生まれる
文節に分解することにより、開発の方向性が、どこにでもある四角いお墓に対しての変わった形を
考えるのではなく、「特別な気持ち」を生じさせるお墓について考えなければならないことに気付くこ
とにつながる。
図３ 分析シート
（４）転化
転化は、どのような形であれば文節分析の「どうなる」が生じるかを考え、製品やサービスの形に
まで昇華させるのが転化のステージである。
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分析のステージでたどり着いた開発の方向性は、未だ漠としたイメージ――この場合、製品技術や
製品外観といった視覚的なことではなく、言葉から想起される概念的なイメージ――であり、ここか
ら目的実現のためのアイデアや設計、外観考案といったプロセスを経て製品やサービスとして具体化
して行かなければならない。
文節分析の結果、開発の目的が明確に、かつ製品そのものではなくユーザーに与える効果とするこ
とで、従来方法では、形態、利用法、色形などと個別に闇雲に出されていたアイデアが、「○○のため
に～」という目的の実現を見据えたアイデアへと変化する結果、しばしば最終目標（最終デザイン）
として認識されるアイデアが、アイデアは単なる目標達成の手段であり、同じ効果が得られるのなら
他の方法でも良いという意識に切り替わる。
これによって開発にとってより有効かつ多様なアイデアを得ることが容易となり、またアイデアの
領域も多様となることが期待できる。
この後ある程度製品に結びつくアイデアが出揃った段階で、検討したアイデアの中からユーザーに
とって一番効果の高いと思われるものを選出し、図４のプランニングノートにその考えをまとめる。
このプランニングノートをまとめることが、デザイン開発を進める上でのいわば海図となることで、
当初の目的から逸脱しないようにデザインを進めることができるようになる。
図４ プランニングシート
プランニングノート以降のデザイン開発―具体化のためのアイデア出しも含めて―は、学生に自由
に進めてもらったが、どの学生のスケッチも授業の初期に描いていたスケッチよりも、より目的意識
の感じられる、つまり「こうしたい」という想いが見えてくるものとなり、より説得力のあるデザイ
ンとなっていた。
最終的に検討されたアイデアを、レンダリングと呼ばれる最終形状の完成予想図にまとめ、簡単な
コンセプト説明を付け加えた上で、プレゼンテーションボード（シート）のフォーマットにまとめ、
デザインを行った学生自身によるプレゼンテーションを実施させた後、（株）サンセキに提出した。
３．学生によるデザイン開発と結果
今回、前述の商品開発のプロセスをデザイン開発に取り入れた結果、どの学生の作品にも「○○を
□□にしたい」というデザインを通したユーザー意識の変革への強い想いが感じられる作品となり、
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表現力は拙いものの非常に説得力のあるデザインとなった。
その後、（株）サンセキ側でのデザイン審査が行われ、平成 年 月９日に表彰式が鳥取短期大学
にて執り行われ、同社の代表取締役から直接表彰状が手渡された。
表彰式後の記念撮影 最優秀作品
優秀賞作品
４．まとめ
従来のデザイン開発は、形を変えたり、色を変えたり、使用材を変えたりという外観のバリエーシ
ョン展開に重きを置く傾向にあったが、はっきりとした目的を持ち、「なぜそのようなデザインとした
のか」という必然性に導かれたデザインとすることで、いわゆる『魅力度』の高い商品性について考
えることが可能になる。
このことは大企業に比べ開発力の弱い地域の中小企業にとって、極めて限定的な市場ではあるが
大手企業の方法論に依らないデザイン開発の（商品開発）の一つの方向性を示したと言える。
大手企業からの受注という、従来より地方を支えてきた生産のスタイルが崩壊した現在においては、
独自商品の開発による独自の販売ルートの獲得は、規模の大小にかかわらず地方の企業に必須とも言
える課題となっている。文節分析による商品開発は、その効果についてじっくりと検証したことはな
くまた、他の人が行っても同様の結果が得られるかに確証はない。今後この手法について詳細な検討
を加え、地域の企業が容易に導入できるような手法へ玉成し、多くの魅力的な商品が輩出されるよう
改良していきたいと考えている。
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